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もう一つの世界、分身の声 

―小森はるか＋瀬尾夏美「にじむ風景/声の辿り」を見る 

 

 2018年 8月に向けて、東京大空襲・戦災資料センターの展示リニューアルを検討し始め

ました。2007年に増築して以来のことです。 

 継承とは何かを突き詰めるなかで、最近、「忘却論」を読み直しています。 

 アーレントが 1950年代、『全体主義の起源』で提起した「忘却の穴」、それに新しい光を

当てて、1990年代の記憶論へとつないだ高橋哲哉の一連の議論。 

 アーレントが言おうとしたのは、わたしたちが何かを「忘却した」という事実そのもの

を忘却することの根源的な暴力性ということです。そこには、原理的に、いかなる、証言

も到達できない。それこそが、アウシュヴィッツが実行した「記憶の抹殺」の完全な形態

であると。 

 そこに「ない」ものを、わたしたちは想像力の働きで「思う」ことができる。しかし、「な

い」ことそのものが分からないとき、わたしたちはそれをどう想像すればいいのか。 

 いま、戦争を経験したひとがいなくなることで消えてしまうのは、その人についてのあ

れこれの記憶ではなく（それはまだ、ぼくたちが思い出すことができる）、そのひとが記憶

していた人びとのこと、その人が生きていた世界、そこに、確かにうごめいていたあれや

これやの声、人びとの表情、ざわめいていた風景―それらすべてが「忘却の穴」へと、知

らないうちに、落ち込んでいってしまうことではないか。 

 アーレントが恐れた「忘却の穴」は、アウシュヴィッツという一回きりの、劇的な出来

事の場を離れて、もっと緩慢に、しかし、はるかに徹底した仕方で、わたしたちの環境を

覆い尽くしていくのかもしれないと、そのとき思いました。 

 継承とは、このまったき忘却の手前で、記憶とわたしたちの間に、たどっていく梯子を

かけること。 

 しかし、どのように？ 

 そんなことを、ついさっきまで、ぽつぽつ考えながら、横浜市民ギャラリーの子森はる

かさんと瀬尾夏美さんの新作「にじむ風景/声の辿（たど）り（Obscured Scenery/Tracing by 

One’s Voice」」を見て、響き合うメッセージを感じました。その場で、用意してきた原稿を

急いで書きかえて、午後のトークに望みました。 

 以下、そのときの発言を、書きとめておきます。 

 

 瀬尾さんの創作した「二重のまち」は、津波で流され、復興工事で生活の痕跡をかき消

された上に建てられた 2031年の街で、そこに、かつてあった街の思い出を人びとが語り合

う、架空のストーリーです。 

 2031 年に存在している街とは、いま、見えている風景が年を重ねて、そこまでたどりつ

いたものです。 
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 「二重のまち」の挿し絵には、2031 年の地平のはるか下方に、地上からは見えないもう

一つの街が描かれています。かつて、そこにあった街。津波で流され、失われてしまった、

人びとが暮らしていた、街。それは、誰にも見えないけれど、2031年のひとたちのなかで、

確かに生きています。ひとびとは 2031年の街を生きると同時に、今は見えない、このもう

一つの街も、生きています。 

 映像では、その街の思い出を、津波を生き延びたと思われる、色々なひとたちが朗読し

ます。 

 彼ら、彼女たちは、復興工事が進む風景の前で、うしろ姿のまま、淡々と、見えない、「も

う一つの世界」の思い出を、声に出して読みます。その声が、ヘッドフォンから、ダイレ

クトにわたしたちの耳に届きます。 

 背中しかみえない彼ら、彼女たちが、ときおり、角度を変えて、表情を見せます。 

 見えている世界は、ときにざわめく樹林で覆われ、雪が舞い降りてきます。目の前で重

機が地層を削り取っていくその世界は、とても平穏なものとはいえないノイズに満ちた世

界です。 

 「二重のまち」の登場人物には、いずれも、モデルがいると言います。 

 瀬尾さんが聞きとった誰かの声を、実際に起きた出来事をもとにした、抽象的なストー

リーへと変換し、それを、もともと話を提供してくれたひとや、それとも関係ない、色々

なひとが読み返す。こうして、声が声をたどっていくうちに、その声は、誰のものでもな

い、「もう一人の声」としてわたしたちの耳に響いてきます。 

 それは、読んでいる、その自分を眺めている、もう一人の分身というべき誰かです。 

 自分の声だけれど、自分のものではない、自分もその一人として含む、さまざまな他人

の声を宿した「誰か」の声。 

 

 わたしは、こうやって、作家が創造してみせた世界を、まったく、荒唐無稽なおとぎ話

のようなものだとは思いません。 

 そうではなく、圧倒的な現実のまえで、わたしたちにとって触れたり、感じたりするこ

とが難しくなっている、でも確かに、そのなかを生きている、「もう一つの世界」が、こう

いうかたちで、そこに呼び返されているのだと思いました。 

 その声は、見えない世界の記憶を宿した、証言なのです。 

 被災地において、「見えない」ということは、人びとの生を規定する、もっとも根源的な

現実です。その現実は、外からその場所につながろうとするわたしたちにとって、もっと

も困難な壁でもあります。 

 でも、耳を澄ますと、その風景には、どこからか声が響いている。 

 そうした、抽象化された声を通じて、それこそ、荒唐無稽にほかならない現実のなかで、

かろうじて自分を保つことができる。 

 わたしたちは、目の前の風景を生きると同時に、傍らにいるもう一人の分身の声に耳を
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傾け、その響きに宿るもう一つの世界の存在を忘れないでいること―それが、「いま」を生

きていくための支えであることを、この作品は教えてくれているように思いました。 

 

新・今日の作家展 2017 

キオクのかたち/キロクのかたち 

久保ガエタン 小森はるか＋瀬尾夏美 是恒さくら 笹岡啓子 

2017年 9月 22日（金）-10月 9日（月祝）10:00-18:00 

横浜市民ギャラリー展示室 1・B1 

入場無料/会期中無休 

主催 横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団/西田装美株式会社 共

同事業体） 

助成 技術文化振興基金 

協力 児玉画廊/認定NPO法人黄金町エリアマネジメントセンター/石巻工房 

協賛 アサヒビール株式会社 
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